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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年２月期第２四半期 10,584 5.0 145 △53.4 607 △1.6 351 △21.0

2022年２月期第２四半期 10,083 24.1 313 － 617 － 444 －

（注）包括利益 2023年２月期第２四半期 1,840百万円（85.9％） 2022年２月期第２四半期 990百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年２月期第２四半期 98.15 －

2022年２月期第２四半期 121.16 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年２月期第２四半期 28,846 23,903 73.6

2022年２月期 26,908 22,260 73.8

（参考）自己資本 2023年２月期第２四半期 21,228百万円 2022年２月期 19,858百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年２月期 － 15.00 － 20.00 35.00

2023年２月期 － 25.00

2023年２月期（予想） － 25.00 50.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,870 3.8 10 △97.2 550 △33.2 350 △47.4 97.83

１．2023年２月期第２四半期の連結業績（2022年３月１日～2022年８月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年２月期の連結業績予想（2022年３月１日～2023年２月28日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

連結業績予想の修正につきましては、本日（2022年10月12日）公表いたしました「2023年２月期第２四半期連結累計期間

の業績予想数値と決算数値との差異及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年２月期２Ｑ 4,306,778株 2022年２月期 4,306,778株

②  期末自己株式数 2023年２月期２Ｑ 729,217株 2022年２月期 729,062株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年２月期２Ｑ 3,577,666株 2022年２月期２Ｑ 3,667,529株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい

ており、その達成を当社として約束するものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業

績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等につきましては、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性

的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、世界的な半導体不足及び原油高の影響が顕在化してきた中で、

ウクライナ情勢の緊張が長期化しており、また、新型コロナウイルスの感染拡大は一服感があるものの、新型コロ

ナウイルス感染症対策としては各国政府対応に温度差があり、当社グループの受注環境は依然として不透明感が続

いております。

わが国経済におきましても、経済活動は一部の業種に持ち直しの兆しが見られるものの、世界的な半導体不足及

び原油高の影響のみならず、東南アジアからの部品等の供給不足の影響を強く受けており、新型コロナウイルスの

感染拡大前の水準には至っておりません。

当社グループの主要な取引先であります自動車産業界におきましては、電動化の推進、自動運転や安全装備など

の技術開発への投資は継続されるものの、東南アジアからの部品供給不足等の影響を強く受けており、生産額の計

画値に対して下振れリスクが強く懸念されます。

このような状況のもと、当社グループは前連結会計年度から継続して、工作機械分野での収益機会の獲得及びデ

ータとデジタル技術の融合による生産効率の一層の向上を目的とした活動を行っております。また、カーボンニュ

ートラル推進課を新設し、地球温暖化防止への活動を行っております。

この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は10,584百万円（前年同四半期比5.0％増）、営業利益は

145百万円（前年同四半期比53.4％減）、経常利益は607百万円（前年同四半期比1.6％減）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は351百万円（前年同四半期比21.0％減）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①日本

当地域におきましては、東南アジアからの部品供給不足や世界的な半導体不足などの影響を受け、国内の生産は

落ち込んだことにより、売上高は4,542百万円（前年同四半期比1.7％減）となりました。

また、継続して経費最小活動に取り組み、売上原価や販売管理費を圧縮したものの、高付加価値品の販売が低迷

したことなどにより、セグメント損失は212百万円（前年同四半期は35百万円のセグメント損失）となりました。

②アジア

当地域におきましては、新型コロナウイルスの感染拡大により失速していた受注が徐々に回復し、売上高は

3,204百万円（前年同四半期比4.2％増）となりました。

また、材料費や労務費が高騰しているものの、生産性の改善が進んだことなどにより、セグメント利益は160百

万円（前年同四半期比17.7％増）となりました。

③北米・中米

当地域におきましては、需要に一服感が見られ、現地通貨ベースでは前年比マイナスとなったものの、為替の影

響により、売上高は1,292百万円（前年同四半期比5.5％増）となりました。

また、中米では特に材料費が高騰し続けており、それにともなって売上原価の上昇に歯止めがかからず、セグメ

ント利益は97百万円（前年同四半期比10.4％減）となりました。

④オセアニア

当地域におきましては、断熱材の需要が引き続き堅調に推移したことにより、売上高は1,237百万円（前年同四

半期比42.3％増）となりました。

また、堅調な受注に支えられ利益を確保したものの、材料費の高騰などにより、セグメント利益は42百万円（前

年同四半期比32.3％減）となりました。

⑤その他

当地域におきましては、売上高は306百万円（前年同四半期比5.6％増）、セグメント利益は19百万円（前年同四

半期比16.8％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産

当第２四半期連結会計期間末における総資産は28,846百万円となり、前連結会計年度末と比較して、1,938百万

円増加いたしました。これは主に、現金及び預金が790百万円、有形固定資産が416百万円、有価証券が320百万

円、それぞれ増加したことなどによるものであります。

②負債

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は4,942百万円となり、前連結会計年度末と比較して、294百万円

増加いたしました。これは主に、未払法人税等が92百万円、支払手形及び買掛金が63百万円、短期借入金が44百万

円、それぞれ増加したことなどによるものであります。

③純資産

当第２四半期連結会計期間末における純資産は23,903百万円となり、前連結会計年度末と比較して、1,643百万

円増加いたしました。これは主に、為替換算調整勘定が951百万円、利益剰余金が279百万円、それぞれ増加したこ

となどによるものであります。

この結果、当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は73.6％となりました。

キャッシュ・フローの状況につきましては次のとおりであります。

当第２四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結会

計年度末と比較して、1,119百万円増加し、9,810百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、得られた資金は987百万円（前年同四半期比4.5％減）となりました。

これは主に、税金等調整前四半期純利益604百万円、減価償却費522百万円などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は291百万円（前年同四半期比62.9％減）となりました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出320百万円、有価証券の売却及び償還による収入219百万円、有価証

券の取得による支出155百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は178百万円（前年同四半期比41.5％減）となりました。

これは主に、長期借入金の返済による支出227百万円、長期借入による収入200百万円、連結の範囲の変更を伴わ

ない子会社株式の取得による支出96百万円、配当金の支払額71百万円などによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年２月期の通期の連結業績予想につきましては、2022年４月13日に公表いたしました連結業績予想数値を修

正いたしました。

詳細につきましては、本日（2022年10月12日）公表いたしました「2023年２月期第２四半期連結累計期間の業績

予想数値と決算数値との差異及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,592,033 9,382,984

受取手形及び売掛金 2,896,945 2,900,221

電子記録債権 998,242 959,714

有価証券 673,531 993,832

商品及び製品 1,406,295 1,411,492

仕掛品 639,897 698,130

原材料及び貯蔵品 591,608 855,241

その他 423,537 421,041

貸倒引当金 △14,478 △15,928

流動資産合計 16,207,612 17,606,731

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,819,062 2,030,753

機械装置及び運搬具（純額） 4,041,600 4,224,425

土地 2,129,848 2,196,554

建設仮勘定 110,201 56,414

その他（純額） 199,569 208,842

有形固定資産合計 8,300,282 8,716,990

無形固定資産 470,124 473,203

投資その他の資産

投資有価証券 1,244,514 1,242,397

長期貸付金 6,080 6,192

繰延税金資産 474,952 580,935

その他 229,879 245,072

貸倒引当金 △24,846 △24,846

投資その他の資産合計 1,930,581 2,049,751

固定資産合計 10,700,988 11,239,946

資産合計 26,908,600 28,846,677

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年８月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 981,115 1,044,783

短期借入金 388,923 433,648

１年内返済予定の長期借入金 179,060 211,842

未払法人税等 150,165 242,905

賞与引当金 132,080 152,585

その他 1,406,061 1,412,788

流動負債合計 3,237,407 3,498,553

固定負債

長期借入金 128,866 140,362

役員退職慰労引当金 41,940 44,040

繰延税金負債 164,343 164,343

退職給付に係る負債 810,445 817,044

その他 265,561 278,547

固定負債合計 1,411,156 1,444,338

負債合計 4,648,564 4,942,892

純資産の部

株主資本

資本金 2,882,016 2,882,016

資本剰余金 4,162,607 4,133,694

利益剰余金 13,890,681 14,170,280

自己株式 △1,042,493 △1,042,704

株主資本合計 19,892,811 20,143,286

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 323,230 329,427

為替換算調整勘定 92,352 1,044,186

退職給付に係る調整累計額 △449,868 △287,937

その他の包括利益累計額合計 △34,284 1,085,677

非支配株主持分 2,401,510 2,674,820

純資産合計 22,260,036 23,903,785

負債純資産合計 26,908,600 28,846,677
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日

　至　2022年８月31日)

売上高 10,083,994 10,584,177

売上原価 7,768,250 8,207,593

売上総利益 2,315,744 2,376,583

販売費及び一般管理費 2,002,546 2,230,774

営業利益 313,198 145,809

営業外収益

受取利息 20,730 25,908

受取配当金 36,351 17,815

為替差益 92,922 316,967

持分法による投資利益 46,081 27,983

技術指導料 31,993 20,234

その他 78,392 55,902

営業外収益合計 306,471 464,811

営業外費用

支払利息 2,204 2,377

売上割引 131 －

その他 308 1,214

営業外費用合計 2,644 3,591

経常利益 617,025 607,029

特別利益

固定資産売却益 49 2,517

投資有価証券売却益 102,130 －

特別利益合計 102,180 2,517

特別損失

固定資産除売却損 7,249 5,459

投資有価証券売却損 875 －

ゴルフ会員権評価損 302 －

特別損失合計 8,426 5,459

税金等調整前四半期純利益 710,778 604,086

法人税、住民税及び事業税 165,726 168,192

法人税等調整額 31,340 15,818

法人税等合計 197,067 184,011

四半期純利益 513,711 420,075

非支配株主に帰属する四半期純利益 69,356 68,922

親会社株主に帰属する四半期純利益 444,354 351,153

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日

　至　2022年８月31日)

四半期純利益 513,711 420,075

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 25,200 6,197

為替換算調整勘定 385,238 1,216,817

退職給付に係る調整額 68,306 163,646

持分法適用会社に対する持分相当額 △2,296 33,936

その他の包括利益合計 476,448 1,420,597

四半期包括利益 990,160 1,840,673

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 845,468 1,471,115

非支配株主に係る四半期包括利益 144,691 369,557

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日

　至　2022年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 710,778 604,086

減価償却費 526,509 522,827

持分法による投資損益（△は益） △46,081 △27,983

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △20,671 △34,591

賞与引当金の増減額（△は減少） 44,458 20,505

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,781 －

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 540 2,100

受取利息及び受取配当金 △57,082 △43,723

支払利息 2,204 2,377

有形固定資産除売却損益（△は益） 7,200 2,942

投資有価証券売却損益（△は益） △101,255 －

売上債権の増減額（△は増加） 214,915 205,609

棚卸資産の増減額（△は増加） 104,263 △107,634

仕入債務の増減額（△は減少） △226,148 △38,584

その他 △116,253 △90,271

小計 1,039,595 1,017,660

利息及び配当金の受取額 57,027 42,571

利息の支払額 △1,848 △2,378

法人税等の還付額 74,961 －

法人税等の支払額 △134,985 △69,918

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,034,751 987,935

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △77,810 －

定期預金の払戻による収入 － 1,620

有価証券の取得による支出 △203,875 △155,138

有価証券の売却及び償還による収入 274,464 219,505

有形固定資産の取得による支出 △288,250 △320,504

有形固定資産の売却による収入 78 5,058

貸付けによる支出 △2,786 －

貸付金の回収による収入 515 606

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
△352,657 －

その他 △134,978 △42,301

投資活動によるキャッシュ・フロー △785,298 △291,152

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △343,743 25,728

長期借入れによる収入 200,000 200,000

長期借入金の返済による支出 △105,500 △227,801

自己株式の売却による収入 54 －

自己株式の取得による支出 △382 △210

配当金の支払額 △55,151 △71,113

非支配株主への配当金の支払額 △1,035 △8,158

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
－ △96,465

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △88 △828

財務活動によるキャッシュ・フロー △305,847 △178,849

現金及び現金同等物に係る換算差額 186,949 601,981

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 130,555 1,119,914

現金及び現金同等物の期首残高 8,189,607 8,690,769

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,320,162 9,810,684

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　（収益認識に関する会計基準等の適用）

　　　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。これにより、当社グループは、従来の実現主

義による収益認識から、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に

受け取ると見込まれる金額で収益認識する方法へ変更しております。なお、「収益認識に関する会計基準の適用

指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の販売において、出荷時から当該商品又は製品の

支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。

　　　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりますが、当該期

首残高に与える影響は軽微であります。また、当該会計基準の適用が四半期連結財務諸表に与える影響は軽微で

あります。

　　　なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経

過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載し

ておりません。

　（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　　　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

　前連結会計年度の有価証券報告書に記載した新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積

りの仮定について、重要な変更はありません。

（新型コロナウイルス感染症に関するその他の事項）

　当社は、新型コロナウイルス感染症の影響にともない、休業を実施したことにより支給した休業手当等につい

て、雇用調整助成金の特例措置の適用を受け、助成金の支給見込額11,853千円を販売費及び一般管理費ならびに当

期製造費用の給料手当から控除しております。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

日本 アジア 北米・中米 オセアニア 計

売上高

外部顧客への

売上高
4,622,098 3,077,043 1,224,772 869,581 9,793,496 290,497 10,083,994 － 10,083,994

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

1,109,726 349,155 19 － 1,458,901 13,291 1,472,192 △1,472,192 －

計 5,731,824 3,426,199 1,224,792 869,581 11,252,397 303,788 11,556,186 △1,472,192 10,083,994

セグメント利益

又は損失（△）
△35,497 136,168 108,885 62,048 271,605 23,124 294,729 18,468 313,198

（単位：千円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

日本 アジア 北米・中米 オセアニア 計

売上高

超硬工具関連

事業
3,977,429 3,204,941 1,292,317 － 8,474,689 306,870 8,781,559 － 8,781,559

自動車部品関

連事業
134,545 － － － 134,545 － 134,545 － 134,545

包装資材関連

事業
－ － － 1,237,299 1,237,299 － 1,237,299 － 1,237,299

その他 430,772 － － － 430,772 － 430,772 － 430,772

顧客との契約

から生じる収

益

4,542,747 3,204,941 1,292,317 1,237,299 10,277,307 306,870 10,584,177 － 10,584,177

外部顧客への

売上高
4,542,747 3,204,941 1,292,317 1,237,299 10,277,307 306,870 10,584,177 － 10,584,177

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

857,034 349,820 1,855 － 1,208,710 19,446 1,228,157 △1,228,157 －

計 5,399,782 3,554,762 1,294,172 1,237,299 11,486,017 326,317 11,812,334 △1,228,157 10,584,177

セグメント利益

又は損失（△）
△212,030 160,231 97,555 42,014 87,770 19,231 107,002 38,807 145,809

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2021年３月１日　至2021年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州の現地法人の事業活動

であります。

　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2022年３月１日　至2022年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州の現地法人の事業活動

であります。

　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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